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「
経
済
外
的
強
制
」
に
つ
い
工

山

岡

亮

経
済
外
的
強
制
の
問
題
は
、
ス
グ

l
u
y
の
「

y
同
盟
に
沿
け
る
社
会
主
義
白
経
済
的
諸
問
題
」

D
第
八
「
モ
の
他
の
諸
問
題
」
白

な
か
で
、
「
経
済
外
的
強
制
は
地
主

1
農
奴
所
有
者
D
経
済
的
権
力
士
強
佑
す
る
に
役
立
っ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
封
建
制
度
目
基
礎

で
あ
っ
た
り
は
経
済
外
的
強
制
て
は
な
く
、
封
建
的
土
地
所
有
て
あ
る
」
と
の
ベ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
ヮ

τ、
あ

b
た
め
て
大
会
C

〈
学
界

の
注
意
を
ひ
く
に
い
た
っ
た
。
ツ
同
盟
魔
史
学
会
の
「
封
建
社
会
の
基
本
的
経
済
法
則
」
に
関
す
る
諾
論
文
並
に
討
論
、
或
は
ツ
岡
県

「
経
済
学
教
科
書
」
に
見
ら
れ
る
「
封
建
社
会
の
生
産
関
係
の
基
礎
」
の
規
定
が
そ
れ
で
あ
り
、
わ
が
く
に
に

b
い
て
も
、
小
池
基
之

氏
の
昨
年
度
土
地
制
度
史
学
会
秋
季
学
術
大
会
に
ゐ
け
る
報
告
「
改
革
後
に
お
け
る
土
地
所
有
心
性
格
」
、
並
に
「
「
経
済
学
教
科
書
』

(
「
経
済
評
論
」
昭
和
=
一
O
年
九
月
E
)
、
徳
増
栄
太
郎
氏
「
封
建
制
度
と
経
済
外
的
強
制
」

に
沿
け
る
経
済
同
庁
的
強
制
モ
の
他
に
つ
い

τ」

(
「
ヱ
コ
ノ
ミ
ア
」
昭
和
二
九
年
五
月
号
)
並
に

「
『
封
建
制
度
と
農
奴
民
対
す
る
不
完
全
所
有
』

に
つ
い
て
の
観
点
」

(
「
経
済
評
論
」
昭
和

済
外
的
強
制
L 

梧栗
宮原
正百
実寿
氏氏
のの
--; 

封良
建業
的問
所題
有入
c 門
司件 」

罪望
的章
強「
市]光
を資
め太
ぐ土
る義
経的
済農

詩書
間話
題問
ー題

」

第
五
節
「

封
建
的
土
生也

所
有
と
経

三
O
年
六
月
号
)
、

(
「
経
済
前
叢
」
昭
和
三
O
年
八
月
号
)
、

「
経
済
丹
的
強
制
」
に
つ
い
て

第
七
十
八
巻

第
五
号



「
酷
済
井
的
強
制
」
に
つ
い
て

第
七
十
八
巻

一」ノ、

第
五
号

拙
稿
「
『
封
建
社
会
の
基
本
的
経
済
法
則
』
覚
え
書
」

(
山
岡
・
木
原
編
「
封
建
社
会
の
基
本
法
則
」
所
収
)
等
が
主
と
し
て
経
済
外
的
強
制

白
問
題
を
と
り
あ
げ

τ
い
る
。

特
に
わ
が
く
に
に
お
い
て
、
は
な
平
か
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
封
建
論
争
が
、
窮
極
に
沿
い
て
、
経
済
外
的
強
制
白
実
証

白
問
題
の
論
争
白
な
か
に
そ
の
姿
を
川
伍
し
た
か
た
ち
を
と
づ
た
こ
と
に
対
す
る
反
省
は
、
ま
ず
経
済
外
的
強
制
を
明
確
に
把
握
ナ
る
必

要
を
わ
れ
わ
れ
に
せ
ま
る
巴
て
あ
る
が
、
上
述
む
諸
論
稿
は
あ
る
程
度
ま
て
そ
白
要
請
に
答
え
て
い
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
去
ら
た
い
。

し
か
も
な
お
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
明
確
を
か
く
点
が
少
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
は
、
う
た
が
い
を
い
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
己
れ
ら

の
諸
点
に
つ
い
て
解
明
の
方
向
を
見
定
め
る
こ
と
が
、
己
白
小
稿
の
日
的
と
す
る
と
と
ろ
ぜ
あ
る
。

栗
原
百
寿
氏
も
「
農
業
問
題
入
門
」
の
な
か
て
の
〈
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
記
ス
グ
1
H
Y
の
命
題
は
、

白
所
有
形
態
が
生
産
関
係
D
基
礎
て
あ
る
と
い
う
史
的
唯
物
論
白
原
理
を
適
用
し
た
も
の
て
あ
り
、
ま
た
特
殊
的
に
は
、
現
代
資
本
主

一
般
的
に
は
生
産
手
段

義
の
基
礎
的
経
済
法
則
は
、
価
値
法
則
な
い
し
剰
余
価
値
白
法
則
て
は
た
く
て
、
最
大
限
利
潤
の
法
則
て
あ
る
と
い
う
の
と
同
様
の
意

味
に
お
い
亡
、
封
建
制
の
木
質
、
そ
の
真
ず
い
を
規
定
し
た
も
り
と
考
え
む
れ
る
。
従
っ
て
こ
こ
か
ら
当
然
、
封
建
制
の
基
礎
が
経
済

外
的
強
制
て
は
な
く
亡
封
建
的
土
地
所
有
で
あ
る
と
い
う
己
と
が
、

封
建
制
に
と
っ
て
経
済
外
的
強
制
は
ど
う
て
も
よ
い
も
の
ぞ
、

「
ス
タ
ー
リ
ン
が
こ
己
ぞ
封
建
的
土
地
所
有
と
い
う
り
は
、
明
か
に
経
済
外
的
強
制
と
い
う
こ
と
を
離
れ
た
も
っ
と
基
本
的
左
も
の
」

経
済
外
的
強
制
を
離

(
「
最
大
限
利
潤
の
理
論
的
展
開
(
シ
シ
ポ
ジ
ュ
ワ
ム
)
」

「
経
済
許
請
」
昭
和
二
八
年
四
月
号
)

で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、

れ
た
封
建
的
土
地
所
有
と
い
う
も
の
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は
た
い

D
て
あ
る
。



己
り
よ
う
な
経
済
外
的
強
制
白
玉
し
い
評
価
に
対
す
る
誤
り
は
、
封
建
的
土
地
所
有
の
玉
し
い
把
握
な
く
し
て
、
ス
タ

1
リ

Y
の
命

題
を
表
面
的
に
読
み
と
る
場
合
、
生
れ
て
J
、
る
の
は
当
然
の
己
と
と
い
円
わ
転
け
れ
ば
在

b
た
い
。
た
と
え
ば
ソ
同
盟
「
哲
学
小
辞
典
」

に
引
用
さ
れ
て
い
る
封
建
制
度
の
一
般
的
規
定
に
お
い
て
は
、
封
建
社
会
は
、
現
物
経
済
の
一
文
問
、
「
経
済
外
的
強
制
」
、
そ
し
で
大
士

地
所
有
階
級
が
い
ろ
い
ろ
り
形
態
白
封
建
地
代
と
し
て
剰
余
生
産
物
を
手
に
入
れ
る
と
と
を
、
基
礎
と
し
て
い
る
と
白
べ
ら
れ
、
あ
た

か
も
経
済
外
的
強
制
が
封
建
制
度
を
規
定
す
る
構
成
要
素
と
し
て
、

一
個
独
立
の
一
位
置
を
あ
た
え

b
れ
て
H
る
ど
と
く
で
あ
る
。
己
の

よ
う
な
前
提
に
立
つ
場
合
、
た
と
え
ば
「
地
代
が
封
建
地
代
主

P
平
否
や
を
決
定
す
る
基
準
」
ほ
同
時
に
、

「
地
代
が
い
わ
ゆ
る
『
経

済
外
的
強
制
』
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
か
そ
れ
と
も
経
済
的
な
諾
関
係
に
上
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
か
」
の
一
基
準
と
校
ら
た
け
れ

ぽ
左
ら
た
H
と
白
大
内
力
氏
の
論
理
(
大
内
力
氏
「
日
本
農
業
の
論
理
」

一
五
一
ペ
ー
ジ
参
照
)
も
当
然
成
り
立
つ
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
問
題
白
た
て
方
は
封
建
的
土
地
所
有
に
対
す
る
理
解
の
一
般
的
な
低
さ
か
ら
出
て
来
た
も
の
で
あ
フ
て
、
こ
の
点
か
な
り
の
程
度
ま

ゼ
明
確
化
さ
れ
て
来
た
現
段
階
に
あ
っ

τは
、
こ
の
よ
う
社
誤
U
は
当
然
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
た
が
ら
経
済
外
的
強
制
に
対
す
る
理
解
の
不
足
は
一
層
根
強
W
も
の
が
見
ら
れ
、
モ
白
混
乱
は
よ
り
幅
の
広
い
も
の
ゼ
あ
る
。

長
文
に
わ
た
る
き
ら
い
は
あ
る
が
、
ツ
同
盟
大
百
科
辞
典
に
収
録
さ
れ
た
‘
「
経
済
外
的
強
制
」

D
項
を
摘
記
し
て
見
る
た
b
ば
次
の
通

わ
J

で
あ
る
。

「
経
済
外
的
強
制
と
は
、
階
級
対
立
の
社
会
に
お
い
て
直
接
暴
圧
を
加
え
る
こ
と
に
よ
ヮ
て
、
労
働
を
強
制
す
る

ι
と
で
あ
る
。
経
済
外
的
強
制
は
、

労
働
の
経
済
的
強
制
と
違
ヲ
て
、
直
接
的
な
官
民
配
及
服
従
の
関
係
、
勤
労
者
の
搾
取
者
に
対
す
る
人
格
的
な
隷
属
関
係
に
基
い
て
い
る
。

経
済
外
的
強
制
は
奴
隷
社
会
及
び
封
建
社
会
に
は
特
徴
的
で
あ
る
。
『
以
隷
制
度
目
下
に
お
け
る
生
時
関
係
の
基
礎
は
、
奴
勲
所
有
者
が
生
産
手
段
と

生
産
従
事
者
即
ち
奴
艶
聞
か
所
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
奴
穀
所
有
者
は
こ
の
奴
隷
を
家
畜
に
対
す
る
よ
う
に
売
買
し
あ
る
い
は
殺
す
こ
と
も
出
来
る
ロ

「
経
済
外
的
強
制
」
に
つ
い
て

第
七
十
λ
巻

プて

第
五
号



「
経
済
外
的
強
制
」
に
つ
い
て

第
七
十
八
巻

〆、
四

第
五
号

四

:
:
:
こ
と
で
は
勤
労
し
な
い
奴
隷
所
有
者
に
よ
ヲ
て
搾
取
さ
れ
て
い
る
奴
識
の
強
制
自
由
働
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
』

γ
主
義
の
諮
問
題
」
)

封
建
社
会
に
お
い
て
は
人
格
的
隷
属
の
形
態
が
か
わ
り
、
従
ヮ
て
叉
経
済
外
的
強
制
も
変
る
の
で
あ
る
。
封
建
的
長
民
は
自
分
が
経
営
す
る
国
賦
地
を

も
ち
、
自
分
の
生
産
用
具
を
も
ヲ
て
い
る
。
領
、
王
は
奴
隷
所
有
者
と
ち
が
っ
て
、
生
産
従
事
者
即
ち
農
奴
を
も
は
や
不
完
全
に
し
か
所
有
し
て
い
な
か
っ

た
。
領
主
は
長
奴
を
売
買
す
る
こ
と
は
出
来
た
が
、
殺
す
と
ー
と
は
で
き
な
か
ヮ
た
の
で
あ
る
“
封
建
制
の
下
に
お
け
る
経
済
外
的
強
制
は
『
土
地
を
回
賦

さ
れ
た
農
民
は
領
、
工
に
対
し
て
人
格
的
に
隷
属
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
い
だ
す
の
で
あ
る
。
『
何
故
か
と
い
う
と
、
土
地
を
保
有
す
る
農
民

は
強
制
し
な
い
で
は
賦
役
労
働
へ
お
も
む
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
経
済
組
織
は
こ
こ
で
は
経
済
外
的
強
制
、
農
奴
制
、
法
律
的
隷
属
、
不
完
全
権
利
等
々

を
つ
く
り
出
し
て
い
る
』
(
レ
1
=
γ

全
集
、
第
十
五
巻
六
六
ベ

T
ジ
)

資
本
主
義
制
度
は
生
産
に
従
事
す
る
労
働
者
の
人
格
的
な
自
由
h
r
A
H
挺
す
る
が
、
同
時
に
労
働
者
の
一
切
の
生
産
手
段
が
は
〈
噂
さ
れ
た
。
そ
り
結
果

(
イ
・
ス
タ
1
り
ン
「
ν
l
ニ

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
は
餓
死
L
な
い
た
め
に
自
分
の
労
働
力
を
う
り
わ
た
し
搾
曜
と
い
う
重
荷
を
荷
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
ヲ
た
。
資
本
主
義
に
と
ヮ
て
は
労

働
り
経
済
的
強
制
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
資
本
主
義
は
種
々
の
形
態
を
広
く
利
用
す
る
。
経
済
外
的
強
制
は
野
和
台
弘
前
昨
台
産
T
h
r
o弥長野

期
に
発
生
し
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
よ
ワ
て
用
い
ら
れ
た
ロ
資
本
主
義
の
一
層
の
発
展
は
ま
た
、
直
接
あ
る
い
は
多
か
れ
少
な
か
れ
偽
設
さ
れ
た
経
済
外

的
強
制
を
存
続
さ
せ
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
シ
ス
、
オ
フ

ν〆
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ス
バ
ニ
ア
の
植
民
地
に
は
一
九
世
紀
白
後
半
に
い
た
る
ま
で
、
農
園

奴
隷
と
奴
隷
貿
易
の
法
規
が
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
南
北
戦
争
(
一
八
六
一
|
六
五
年
)
後
、
黒
人
奴
隷
は
廃
止
き
れ
た
が
、
現
実
に
は
偽
装

さ
れ
た
形
で
今
日
ま
で
残
ヲ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
A

甘
味
園
の
黒
人
一
四

O
O万
は
ア
メ
り
カ
資
本
の
権
利
な
き
奴
隷
で
あ
る
。

帝
国
主
義
則
ち
資
本
主
義
的
独
占
の
全
能
の
時
代
に
は
支
配
関
係
お
よ
び
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
暴
力
が
奥
羽
的
で
あ
る
が
、
経
済
外
的
強
制
は
経
済
的

強
制
L
L
絡
み
合
ヮ
て
、
恐
ろ
し
い
規
模
に
達
し
て
い
る
。
事
実
ょ
の
奴
隷
制
、
カ
バ
1
ラ
労
働
へ
の
徴
集
、
一
定
の
場
所
及
び
企
業
に
植
民
地
労
働
者
を

強
制
的
に
固
着
さ
せ
る
、
と
い
う
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
特
殊
な
旅
券
制
度
等
々
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
植
民
地
お
よ
び
従
属
国
家
に
お
い
て
は
、
経



済
外
的
強
制
は
一
層
公
然
た
る
し
か
も
残
忍
な
形
態
で
存
在
す
る
。

国
家
独
占
資
本
は
官
接
暴
力
手
段
に
訴
え
な
が
ら
国
家
機
関
を
使
ヮ
て
強
制
的
に
カ
バ
l
ラ
的
労
働
条
件
を
定
め
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
禁
止
し
、
企
業
に

お
け
る
苦
汗
制
度
を
確
立
す
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
南
部
の
黒
人
は
最
高
の
奴
隷
所
有
者
に
対
し
て
半
奴
隷
的
に
隷
属
し
て
居
り
、
こ
ラ
し
で
最
高
の
奴

隷
所
有
者
は
ほ
と
ん
ど
た
だ
の
労
働
力
を
確
保
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
、
フ
ァ
シ
ス
ト
ど
も
は
、
ド
イ
ツ
及
び
占
領
諸
国
に
お
い
て
奴
隷
的
農
奴
的
制
度
を

確
立
し
、
ヒ
ヲ
ト
ラ
l
主
義
者
に
よ
っ
て
、
フ
ア
シ
ッ
ト
的
強
制
労
働
の
た
め
に
占
領
諸
国
か
ら
ド
イ
ツ
に
お
わ
れ
た
数
百
万
の
人
間
主
残
忍
な
経
済
外

的
強
制
か
苛
責
の
な
い
テ
ロ
ル
に
よ
っ
て
借
倒
を
強
制
し
た
。
日
本
で
は
資
本
主
義
的
企
業
へ
の
人
身
売
買
制
度
が
公
然
主
存
在
し
て
い
る
。
西
欧
資
本

主
義
諸
国
で
は
、
特
に
所
謂
配
置
転
換
そ
の
他
の
分
野
で
経
済
外
的
強
制
が
広
〈
発
達
し
た
。
経
済
的
強
制
と
経
済
外
的
強
制
自
結
び
つ
き
は
資
本
主
義

に
お
け
る
勤
労
者
の
状
態
を
た
え
が
た
く
し
て
い
る
。

経
済
外
的
強
制
度
は
、
持
取
制
度
の
き
け
が
た
い
道
つ
れ
で
あ
る
。
た
だ
社
会
主
義
的
生
産
方
法
の
擁
立
の
み
が
、
人
聞
に
よ
る
人
聞
の
搾
取
の
任
意

A-

の
形
態
及
び
経
済
的
強
制
、
経
済
外
的
強
制
等
あ
ら
ゆ
る
強
制
を
終
局
的
に
廃
絶
す
る
も
の
で
あ
る
L

(

以
上
に
拘
け
る
傍
点
は
引
用
者
)

以
上
白
引
用
文
中
に
見
ら
れ
る
経
済
外
的
強
制
の
理
解
が
、
は
な
は
だ
し
く
広
義
の
も
の
で
あ
り
、
「
資
本
論
」
ぞ
の
べ
ら
れ
て
い

る
経
済
外
的
強
制
の
賞
味
す
る
内
容
と
お
よ
そ
縁
遠
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
こ
こ
ぜ
あ
ら
た
め
て
と
り
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
が
、
第
一

に
奴
隷
制
生
産
方
法
花
見
ら
れ
る
経
済
外
的
強
制
は
直
接
生
産
者
を
完
全
に
所
有
す
る
特
異
な
所
有
形
態
か
ら
、
当
然
基
本
的
に
生
産

関
係
の
基
礎
そ
の
も
の
の
中
に
含
ま
れ
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
経
済
外
的
強
制
と
い
う
特
殊
左
概
念
内
容
を
も
っ
言
葉
を
必

要
と
す
る
根
拠
は
な
い
も
の
と
見
な
け
れ
ば
友
ら
左
い
。
直
接
生
産
者
を
殺
す
こ
と
も
て
き
る
と
い
う
所
有
形
態
が
そ
の
ま
ま
経
済
外

的
強
制
白
規
定
世
不
要
の
も
む
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
済
外
的
強
制
な
る
概
念
を
持
ち
己
む
こ
と
そ
れ
自
身
が
無
用
の
混
乱
世
招

〈
わ
け
で
あ
る
。
第
二
に
資
本
主
義
的
生
産
方
法
の
饗
明
期
に
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
よ
っ
て
も
ち
い
ら
れ
た
経
済
外
的
強
制
と
い
う
の

は
、
封
建
社
会
の
農
奴
を
搾
取
す
る
た
め
に
用
何
ら
れ
た
手
段
と
し
て
の
厳
密
な
意
味
に

b
け
る
経
済
外
的
強
制
で
は
な
く
、
直
接
生

「
経
済
外
的
強
制
」
に
つ
い
て

第
七
十
λ
巻

ノ、
五

第
五
号

五



「
経
済
外
的
強
制
」
に
つ
い
て

第
七
十
八
巻

一
六
六

椙
伊
豆
号

ー〆、

産
者
十
土
地
に
緊
縛
す
る
た
め
て
は
た
く
て
、
反
対
に
直
接
生
産
者
を
土
地
か

b
追
い
た
て
る
た
め
の
も
の
ぞ
あ
っ
て
、
む
し
ろ
強
力

(
の
告
書
-
C
U
名
に
値
い
す
る
も
り
で
あ
る
。
第
三
に
資
本
主
義
社
会
が
経
済
外
的
強
制
を
経
済
的
強
制
と
の
絡
み
あ
い
に
よ
っ
て
モ

の
搾
取
を
一
層
大
な
ら
し
め
る
己
と
は
、
資
本
ム
モ
義
前
の
生
産
方
法
が
残
存
す
る
か
ぎ
り
に
沿
い
て
、
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
う
え

イ
取
り
あ
げ

b
れ
て
い
る
梓
済
外
的
強
制
は
余
り
に
も
広
義
の
も
の
で
あ
担
、
余

D
に
も
多
義
的
陀
用
い
ら
れ
、
封
建
的
士
地
所
有
と

の
っ
た
が
り
を
無
視
し
た
経
済
外
的
喰
制
白
乱
用
の
そ
し
り
は
ま
ぬ
が
れ
が
た
い
。
資
本
主
義
社
会
に
ゐ
い
て
経
済
外
的
強
制
が
厳
密

在
意
味
て
問
題
止
な
あ
の
は
、
タ
く
と
も
、
封
建
制
よ
り
資
本
制
へ
の
過
波
期
に
お
け
る
地
代
範
時
の
王
し
い
解
明
、
即
ち
分
割
地
農

民
、
分
益
小
作
、
地
主
経
営
、
プ
ラ
Y
テ

l
シ
ョ

γ
経
営
等
の
明
確
た
理
解
?
っ
え
ゼ
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
経
済
外
的
強
制
白
乱
用
、
そ
の
過
大
評
価
↓
な
い
し
過
小
評
価
の
生
れ
て
来
た
所
以
は
、
封
建
的
土
地
所
有
そ
の

も
の
の
理
解
の
不
十
分
さ
か
ら
来

τ
い
る
。
福
官
氏
も
上
訊
論
文
白
た
か
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
封
建
的
土
地
所
有
の
独
自
的

内
容
の
正
し
い
理
解
た
し
に
、
そ
し
て
経
済
外
的
強
制
を
こ
の
独
自
的
内
容
と
連
関
さ
せ
ず
に
、
「
『
封
建
制
度
の
基
礎
で
あ
っ
た
の
は

経
済
外
的
強
制
て
は
た
く
、
封
建
的
土
地
所
有
て
あ
る
』
と
何
度
繰
返
し
て
も
意
味
を
た
さ
な
い
」
。
(
「
封
建
的
所
有
有
と
経
済
升
的
強
制
を

め
「
る
現
論
的
諸
問
題
」
「
経
漬
論
議
」
昭
和
三
O
年
八
月
号
、
四
八
ペ
ー
ジ
)

マ
ル
ク
ス
は
、
封
建
的
土
地
所
有
を
ま
ず
↓
般
的
に
土
地
所
有
の
独
占
と
し

τ規
定
す
る
己
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
。

「
地
代
の
独

自
的
形
態
の
い
か
ん
を
と
わ
ず
、
す
べ
て
の
地
代
類
郡
一
に
共
通
す
る
の
は
、
地
代
の
取
得
は
土
地
所
有
が
自
ら
を
実
現
す
る
経
済
的
形

態
だ
と
い
う
己
と
、
お
よ
び
地
代
の
方
は
1
7
地
所
有
、
す
た
わ
ち
地
球
の
一
定
部
分
に
た
い
す
る
一
定
個
人
の
所
有
主
、
前
提
す
る
と



い
う
こ
と
ぞ
あ
る
」
(
「
資
本
論
」
青
木
文
庫
版
間
八
九
二
4
1
ジ
)
そ
し
て
モ
の
後
「
直
接
生
産
者
の
人
格
に
た
悼
す
る
一
定
個
人
の
所
有

権

(
同
上
、
八
九
二
ペ
ー
ジ
)

と
し
て
の
封
建
的
土
地
所
有
白
内
容
を
、
社
会
的
生
産
過
程
の
発
展
段
階
と
関
連
さ
せ
て
特
徴
づ
け
よ

ろ
と
し
て
い
る
。
封
建
的
土
地
所
有
の
発
展
は
、
そ
の
実
現
形
態
と
し
て
の
地
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
と
か
た
く
む
す
び
つ

Hτ
い
る
。

「
直
接
生
産
者
か

b
不
払
の
剰
余
労
働
が
く
み
が
さ
れ
る
独
自
の
経
済
的
形
態
が
、

支
配
と
隷
属
の
関
係
金
規
定
す
る
」

一
一
一
主
ペ
ー
ジ
)
し
か
し
て
こ
の
関
係
己
そ
が
所
有
関
係
正
し

τ規
買
さ
れ
て
H
る
の
て
あ
る
。
直
接
生
産
者
の
非
自
由
と
い
っ
℃
も

(
同
上
、
倒

「
モ
れ
は
賦
役
を
と
も
な
う
農
奴
制
度
か
ら
、
た
ん
在
る
貢
納
白
義
務
に
ま
で
」
ゆ
る
め
ら
一
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ペ
ー
ジ
参
照
)
又

v
l
品

Y
は
「
農
奴
的
地
位
か

b
は
じ
ま
っ
て
、
農
民
の
身
分
上
の
不
完
全
な
権
利
に
い
た
る
ま
で
」

(
「
ロ
レ
ア
に
お
け
る
資
本
主
轄
の
発
展
」
全
集
第
三
巻
一
八
二
ペ
ー
ジ
)
か
〈
て
支
配
F
隷
属
の
関
係
は
「
程
度
の
差
は
あ
れ
、
人
身
的

(
同
上
倒
一
一
一
一
二

と
の
べ
て
い

る。な
非
自
由
と
、
土
地
の
附
属
物
と
し
て
の
土
地
へ
の
し
ば
り
つ
け
」
を
意
味
し
、

ら
ず
、
し
か
も
そ
れ
は
「
生
産
そ
の
も
の
か
ら
直
接
的
に
」
で
て
く
る
の
て
あ
る
。

「
と
と
ば
の
真
の
意
味
ぞ
の
農
奴
的
隷
属
」
に
外
在

(
同
上
削
一
一
一
四
ペ
ー
ジ
)

要
す
る
に
「
私
的
左
封
建
的
土
地
所
有
の
発
展
は
、
財
貨
の
直
接
生
産
者
が
封
建
領
主
忙
よ
っ
て
隷
属
状
態

k
b
か
れ
る
己
と
と
結

び
つ
い
て
い
る
。
己
己
に
、
封
建
制
度
の
、
つ
ま
り
土
地
陀
し
ぼ
り
つ
け
ら
れ
た
直
接
生
産
者
を
土
地
所
有
者
が
搾
取
す
る
己
と
に
も

と
づ
い
て
い
る
生
産
関
係
の
体
系
の
基
礎
と
し
て
の
封
建
的
土
地
所
有
の
意
義
が
あ
る
」
。

(
「
封
建
社
告
の
基
本
法
則
」
凹
一
ペ
ー
ジ
)
と

己
ろ
で
農
民
を
領
、
主
に
結
び
つ
け
た
の
は
、
典
型
的
に
は
、

「
土
地
の
一
部
分
を
占
有
し
て
耕
作
す
る
隷
属
し
た
直
接
生
産
者
と
、
士

地
所
有
者
と
の
あ
い
だ
の
伝
統
的
左
慣
習
法
的
関
係
」
て
あ
る
。

生
産
白
性
格
が
大
土
地
所
有
と
小
農
経
営
と
を
む
す
び
つ
け
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
た
の
と
同
時
に
、

(
「
資
本
論
」
青
木
丈
庫
版

ω一
一
二
五
ペ
ー
ジ
)
封
建
制
度
白
も
と
で
は

「
土
地
は
農
民
心
も
の
ぞ
は

た
く
領
主
心
も
り
で
あ
り
、
農
民
は
土
地
に
し
ぼ
り
つ
け
ら
れ
、
領
主
の
(
不
完
全
な
〕
所
有
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
自
分
の
労
働
さ
え
思

「
経
演
外
的
強
制
」
に
つ
い
て

第
七
十
八
巻

六
七

第
五
号

七



「
経
済
外
的
強
制
」
に
つ
い
て

事
七
十
八
巻

二
ハ
八

第
五
号

ノ1

h
h

白
ま
ま
に
す
る
己
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
己
白
ょ
う
K
し
て
、
搾
取
者
の
大
所
有
、
す
な
わ
ち
封
建
的
所
有
は
、
小
規
模
生
産
と
、

生
産
過
程
の
個
人
的
性
格
と
対
立
す
る
。
生
産
過
程
の
個
人
的
性
格
除
、
封
建
的
所
有
と
敵
対
的
に
矛
盾
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
己

モ
、
封
建
制
生
産
方
法
の
基
本
的
矛
盾
て
あ
り
、
社
会
の
対
立
、
す
な
わ
ち
領
主
と
農
奴
と
の
あ
い
だ
の
対
立
に
在
っ

τも
あ
ら
わ
れ

る
」
。
(
「
封
建
社
会
の
某
本
法
則
」

五
O
ベ
'
ジ
)

最
後
陀
「
マ
ル
ク
ス
は
農
業
陀
お
け
る
生
産
の
社
会
的
形
態
、
十
ノ
左
わ
ち
、
ま
さ
に
資
本
主
義
生
産
一
般
(
取
得
心
私
的
性
格
の
も

と
で
の
生
産
の
社
会
的
形
態
)
に
照
応
す
る
形
態
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
は
照
応
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
指
摘
し
、

ま
さ
に
こ
心
よ
う
に
指
摘
ナ
る
ζ

と
K
よ
っ
て
、
封
建
制
度
(
直
接
生
産
者
の
佃
人
的
経
営
)
白
も
と
で
は
こ
の
よ
う
な
も
の
は
存
在

と
ス
カ
ス
キ
ン
が
特
に
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、

士
地
所
有
D
両
形
態
、
す
社
わ
ち
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
と
封
建
的
所
有
の
相
呉
を
明
確
に
理
解
す
る
己
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。

し
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
」

(
「
封
建
社
会
の
基
本
法
則
L

二
四
ペ
ー
ジ
)

四

筒
単
に
ふ
れ
た
D
で
あ
る
が
、

以
上
に
ゐ
い
て
封
建
的
土
地
所
有
の
一
般
的
規
定
と
し
て
の
士
地
独
占
、
並
に
特
殊
的
規
定
と
し
て
の
そ
の
独
自
的
内
容
に
つ
い
て

己
と
疋
は
封
建
的
土
地
所
有
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
し
て
、
経
済
外
的
強
制
の
究
明
に

入
る
こ
と
と
す
る
。

「
封
建
桂
会
の
基
木
的
経
済
法
則
」
に
関
す
る
諸
論
文
並
に
討
論
に
あ
b
わ
れ
た
経
済
外
的
強
制
に
対
す
る
見
解
と
し
て
三
つ
の
相

具
る
も
の
が
あ
げ
b
れ
る
。
第
一
は
ス
カ
ス
キ
ン
に
よ
り
代
表
さ
れ
る
見
解
て
あ
り
、

る
た
め
の
形
館
、
す
も
叫
わ
ち
封
建
地
代
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
な
く
て
は
た

b
在
い
形
態
」
ゼ
あ
る
。
ス
カ
ス
キ
ン
は
叉
経
済
外
的
強

経
済
外
的
強
制
は
「
封
建
的
所
有
を
実
現
す



制
を
封
建
的
土
地
所
有
の
属
性
土
し
て
規
定
し
て
い
る
。
し
か
も
封
建
的
土
地
所
有
は
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
土
地
所
有
の
如
く
純
粋
に
経
済

的
形
態
を
1
f
一
る
も
の
ぞ
は
た
い
と
H
う
見
方
か
ら
、
経
済
外
的
強
制
は
上
部
構
造
的
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
当
然
予
想
し
、

領
主
の
裁
判
権
L
L

行
政
権
L

し
は
封
建
制
度
の
も
と
て
白
土
地
所
有
の
嵐
性
と
し

τ経
済
外
的
強
制
の
手
段
と
み
な
し
て
い
る
。
と
の
立

場
に
烹
つ
も
の
、
或
は
そ
れ
に
近
い
も
の
が
上
記
の
論
争
に
沿
け
る
主
流
を
し
め
て
い
る
。
チ
ェ
レ

l
プ

=
γ
も
大
体
ス
カ
ス
キ
ン
と

同
じ
見
解
を
と
っ
て
い
る
。

第
二
は
ポ
ル
シ
ネ
フ
の
見
解
J
t
あ
り
、

ス
カ
ス
キ
Y

の
そ
れ
と
真
E
面
に
対
立
す
る
。
ポ
ル
シ
ネ
フ
は
経
済
外
的
強
制
を
も
っ
ぱ
ら
、

体
産
関
係
長
構
成
す
る
一
環
と
し
て
と
ら
え
、
経
済
外
的
強
制
は
封
建
社
会
の
生
産
関
係
の
休
系
の
構
成
要
素
て
あ
ヲ
て
、
け
っ
し
て

vh
部
構
造
的
制
度
て
は
あ
り
え
た
い
止
す
る
。
ポ
ル
シ
ネ
フ
は
経
済
外
的
強
制
に
は
自
由
を
も
た
在
い
人
間
と
し
て
の
農
民
の
人
格
に

た
い
す
る
私
的
所
有
権
の
に
な
い
手
と
し
て
の
領
主
が
実
現
す
る
、
直
接
生
産
者
に
た
い
す
る
労
働
の
強
制
し
か
い
れ
て
は
い
け
な
い

「
一
般
に
支
配
階
級
が
実
現
す
る
厚
家
的
強
制
キ
宗
教
的
強
制
た
刊
に
を
も
ふ
く
め
た
事
た
ゆ
る
強
制

と
考
え
て
い
る
。
従
ラ
て
当
然
、

を
も
経
済
外
的
強
制
に
い
れ
、
経
済
外
的
強
制
と
い
う
概
念
に
あ
ま
り
に
も
広
い
解
釈
を
あ
た
え
て
い
る
ス
カ
ス
キ
ン
に
は
賛
成
し
て

ぃ
、
な
い
」

(同上、

二
一
ペ
ー
ジ
)
の
で
あ
る
。

第
三
は
ミ
ン
ツ
の
そ
れ
で
あ
り
、

ス
カ
ス
キ
ン
と
一
応
共
通
の
見
方
に
た
ち
つ
つ
も
、

(
「
封
建
社
会
の
基
本
法
則
」

一
層
厳
密
ゼ
あ
り

J
三
〆
ツ
の
意
見
て
は
「
封

建
的
関
係
白
基
礎
に
は
い
る
も
白
は
封
建
的
土
地
所
有
だ
け
で
あ
る
」

従
っ

τ
ミ

y
y
は
封
建
社
会
心
生
産
関
係
の
領
域
に
経
済
外
的
強
制
を
い
れ
る
ポ
ル
シ
ネ
フ
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
か
ん
が
え
て
い
る
。

一
三
ペ
ー
ジ
)

と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が

b
彼
が
戸
の
よ
う
在
点
に
治
い

τポ
ル
シ
ネ
フ
に
反
対
し
て
い
る
の
か
、
即
ち
経
済
外
的
強
制
を
た
だ
上
部
構
、
造
的
現
象

と
し

τと
ら
え
て
い
己
も
の
か
、
あ
る
い
は
ス
カ
ス
キ

y
p一
同
様
封
建
的
土
地
所
有
の
属
性
と
し
て
己
れ
を
規
定
し
て
い
る
の
か
は
明

「
経
済
件
的
強
制
」
に
つ
い
て

第
七
十
八
巻

/、
九

第
五
号

九



「
経
済
件
的
強
制
」
に
ヲ
い
て

第
七
十
人
巻

七
O 

第
五
号

O 

か
て
は
な
い
。
要
す
る
に
ミ
Y

ツ
の
特
色
は
、
封
建
的
関
係
の
基
礎
に
は
い
る
も
の
は
封
建
的
土
地
所
有
だ
け
で
あ
る
と
い
い
切
っ
て

い
る
点
に
見
b
れ
る
。

以
と
三
つ
の
見
解
の
う
ち
、
ポ
ル
Y
ネ
フ
、
ミ

y
?
の
モ
れ
は
割
切
っ
た
明
確
さ
を
も
っ
て
い
る
の
で
説
明
の
要
は
な
い
が
、
ス
カ

ス
キ

y
の
毘
解
は
か
た
り
複
雑
た
内
容
を
も
っ
て
い
る
の
て
、
少
し
詳
細
に
の
ベ
て
沿
く
己
と
と
す
る
。

ス
カ
ス
キ
Y
は
モ
ス
ク
ワ
大
単
史
学
部
に
治
げ
る
学
術
討
論
会
に
お
い
て
報
告
を
行
い
、
己
れ
に
対
一
す
る
各
教
授
の
討
論
の
結
び
と

し

τ彼
自
身
の
ベ
て
い
る
と
と
ろ
を
、
ギ
ι

ル
ジ
ヤ

γ
の
要
約
に
よ
っ
て
示
す
た
ら
ば
、
「
結
語
白
た
か
ゼ
、
エ
ス
・
デ
・
ス
カ
ス
キ
ン

は
、
た
に
よ
り
も
ま
ず
、
彼
白
報
告
の
目
的
は
、
イ
・
ず
ェ
・
ス
グ
1
リ

Y

の
指
摘
に
も
と
づ
い
て
、
経
済
外
的
強
制
。
役
割
を
過
大

に
評
価
す
右
己
と
が
あ
や
士
り
で
あ
る
己
と
を
具
体
的
に
し
め
す
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
力
説
し
た
。
官
接
生
産
者
は
、
た
だ
経
済
外
的

強
制
に
よ
っ
て
、
自
分
の
労
働
生
産
牧
を
ど
う
し
て
も
引
き
わ
た
さ
た
け
れ
ば
左
ら
な
く
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
一
部
の
歴
史
家
の
ま

ち
が
っ
た
か
ん
が
え
は
批
判
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
じ
っ
さ
い
に
は
、
封
建
地
代
白
基
礎
に
は
、
基
本
的
生
産
手
段
と
レ
て
の
土

叫
に
た
い
す
る
封
建
領
主
の
所
有
と
い
う
経
済
的
事
実
が
よ
己
た
わ
っ
七
い
る
。
経
済
外
的
強
制
は
、
封
建
領
主
が
農
民
の
剰
余
労
働

を
手
に
い
れ
る
と
い
う
、
封
建
制
度
だ
け
に
特
徴
的
な
形
態
て
あ
る
」
。
(
同
上
、
九
l
一
0
ペ
ー
ジ
)
こ
の
よ
う
に
経
済
外
的
強
制
を
過
大

評
価
し
在
い
よ
う
極
力
い
士
し
め

τい
る
ス
カ
ス
キ
Y
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ポ
ル
シ
ネ
フ
の
よ
う
た
極
限
さ
れ
た
見
解
を
と

b
な
か

っ
た
か
は
、
ス
カ
ス
キ
ン
の
報
告
「
封
建
的
所
有
と
経
済
外
的
強
制
に
か
ん
す
る
マ
ル
ク
ス
・

ν
l
z
y
主
義
の
古
典
」
の
な
か
に
の

事へ、
b
れ
て
い
る
。

「
じ
っ
さ
い
、
も
し
所
有
関
係
が
支
配
と
隷
属
の
関
係
と
し
て
あ
ら
わ
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
す
れ
ば
、
八
公

品
目
的
秩
序
の
機
能
が
、
私
法
的
秩
序
の
機
能
か
ら
ま
だ
分
化
し
て
い
な
い
封
建
制
度
の
初
期
に
は
、
封
建
的
所
有
そ
の
も
の
は
公
法
的

意
味
ゼ
白
国
家
と
い
ろ
表
象
と
密
接
に
む
す
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
マ
ル

F
ス
が
表
現
し
て
い
る
主
う
に
い



ろ
mv
ろ
の
政
治
的
及
び
社
会
的
な
か
ざ
り
や
混
合
物
を
も
っ

τい
る
。
と
こ
ろ
で
、
封
建
的
所
有
そ
の
も
の
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有

そ
の
純
粋
に
経
済
的
な
形
態
を
と
る
』
」

所
有
は
、
己
の
意
味
イ
封
建
領
土
」
の
所
有
、
す
た
わ
ち
、
支
毘
階
級
の
代
表
者
の
所
有
て
あ
り
、
ま
た
完
全
社
意
味
て
、
す
た
わ
ち
モ

の
あ
ら
ゆ
る
属
牲
が
支
配
階
級
の
代
表
者
だ
け
に
所
属
し
、
他
の
だ
れ
に
も
所
属
し
友
H
。
T

ル
ク
ス
は
乙
う
い
っ
て
い
る
。
『
産
業

に
お
け
る
最
高
の
命
令
権
が
資
木
の
属
性
と
な
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
、
封
建
時
代
K
は
軍
事
中
裁
判
に
ゐ
け
る
最
高
の
命
令
権
が
土
地

に
か
わ
る
き
い
に
、
こ
れ
ら
一
の
か
ぎ
り
干
混
合
物
か
ら
解
ふ
さ
は
な
さ
れ
て
、
『
・

「
封
建
的

所
有
の
属
性
で
あ
っ
た
と
沿
な
じ
て
あ
る
』

の
裁
判
権
と
行
政
権
ー
と
は
、
封
建
制
度
の
も
と
で
の
士
地
所
有
の
属
性
と
し
で
、
部
分
的
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
に
い
た
る
ま
て
た
も

(
「
資
本
論
」
青
木
文
庫
版
同
五
宜
七
ペ
ー
ジ
)

(
封
建
社
告
の
基
本
法
則
」
一
一
七
ベ
1
d
)

「
領
主

た
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
方
で
は
、
経
済
外
的
強
制
の
手
段
て
あ
り
、
他
方
て
は
、
封
建
地
代
の
一
部
分
と
し
て
そ
の
た
か
に
ふ

〈
ま
れ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
の
収
入
の
み
在
、
も
と
イ
あ
る
」
0

(

伺
上
、
一
一
八
ペ
ー
ジ
)
以
上
白
引
用
に
よ
り
ス
カ
ス
キ
Y
が
経
裕
外
的
強
制

の
過
大
評
価
を
い
ま
じ
め
つ
つ
も
、
そ
白
木
質
に
沿
い
て
は
「
経
済
的
に
自
立
し
て
い
る
小
経
営
者
か
ら
封
建
的
土
地
所
有
者
が
封
建

地
代
主
手
花
入
れ
る
手
段
と
し
て
の
」
経
済
外
的
強
制
が
、
ど
り
よ
う
に
し
て
上
部
構
造
と
論
県
的
に
つ
左
が
る
も
の
で
あ
る
か
昔
、

示
し
て
h
る
も
の
と
い
う
と
と
が
ゼ
き
ょ
う
。

五

こ
れ
ら
白
点
に
つ
い
て
、
わ
が
国
学
者
の
諸
見
解
を
検
討
す
る
己
と
を
通
じ
て
、
今
少
し
詳
細
に
現
明
し
て
見
た
い
。

た
と
え
ば
栗
原
百
寿
氏
は
「
農
業
問
題
入
門
」
の
在
か
で
経
済
外
的
強
制
を
と
り
あ
げ
、
次
白
よ
う
に
の
ベ
て
い
る
。

「
経
済
外
的

強
制
は
そ
れ
自
身
下
部
構
造
現
象
て
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
上
部
構
造
現
象
て
も
あ
る
と
い
わ
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
と
の
己
し
に
は
、

「
経
演
井
的
強
制
」
に
ヲ
い
て

第
七
十
八
巻

七

第
五
号



「
経
済
持
的
強
制
」
に
ヲ
い
て

第
七
十
人
巻

七

第
五
号

近
代
的
友
単
一
所
有
て
は
友
く
て
、
封
建
貴
族
た
ち
心
ヒ
正
ラ
ル
ヒ

l
的
た
共
同
組
織
に
立
押

し
℃
ヒ
品
ラ
ル
ヒ

1
的
に
編
成
さ
れ
た
共
同
所
有
て
あ
り
、
武
装
し
た
封
建
貴
族
|
|
領
主
1
ー
た
ち
の
被
支
配
農
奴
階
級
に
た
い
す

る
階
級
的
車
合
を
主
休
と
す
る
と
己
ろ
の
権
力
的
所
有
で
あ
る
、
と
い
う
事
情
に
、
対
応
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
突
に
、

経
済
外
的
強
制
が
上
部
構
浩
に
ま
で
つ

b
な
る
の
は
、
基
礎
的
な
封
建
的
土
地
所
有
モ
白
も
の
が
こ
の
よ
う
陀
封
建
的
支
配
階
級
の
権

力
所
有
と
し
て
、
上
部
構
造
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
己
と
に
、
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば

イ
・
イ
・
ミ
Y
ツ
の
い
う
よ
う
に
、
封
建
的
土
地
所
有
は
下
部
構
造
現
象
て
経
済
外
的
強
制
は
上
部
構
造
現
象
で
あ
る
の
で
も
た
く
、

ま
た
ベ
・
エ
フ
・
ポ
ル
シ
ネ
フ
の
よ
う
に
、
経
済
外
的
強
制
は
け
っ
し
て
上
部
構
造
的
制
度
て
は
な
い
と
一
義
的
K
限
定
す
べ
き
も
の

/
し
な
い
の
ぞ
あ
る
」
。
(
農
業
問
題
入
門
」
七
三

i
七
四
ペ
ー
ジ
)
こ
こ
に
み
ら
れ
る
文
面
あ
る
い
は
そ
れ
に
い
た
る
叙
述
か

b
見
て
、
大
体

封
建
的
土
地
所
有
そ
の
も
の
が
、

に
お
い
て
ス
カ
ス
キ

y
に
抗
い
立
場
に
た
っ
て
居
b
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
封
建
的
土
地
所
有
の
独
度
的
内
容
に
つ
い
て

の
叙
述
が
簡
単
に
す
ぎ
不
分
明
ぞ
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
問
題
は
ス
カ
ス
キ
ン
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
封
建
的
土
地
所

有
の
属
性
」
と
い
う
場
合
白
「
属
性
」
な
る
言
葉
白
あ
ら
わ
す
概
念
内
容
に
か
か
っ
て
来
る
と
と
と
考
え

b
れ
る
。
こ
れ
は
あ
き
ら
か

に
生
宮
内
関
係
の
基
礎
と
し
て
の
土
地
所
有
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
も
の
ぞ
は
社
く
、
モ
れ
は
、
直
接
に
生
産
モ
の
も
の
か
ら
発
生
し
、

し
か
も
生
産
に
た
い
し

τ規
定
的
に
反
作
用
す
る
と
と
ろ
の
、
そ
の
反
作
用
と
し
て
、
と

b
え
ら
れ
れ
ば
な
b
ぬ
の
ゼ
は
な
い
か
と
考

え
b
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
理
に
も
と
づ
い
て
、
ス
カ
ス
キ

Y
の
よ
う
に
、
領
主
の
裁
判
権
、
行
政
権
等
の
土
地
所
有
の
属
性
が
、
上

部
構
造
白
士
台
に
奉
仕
す
る
佼
割
と
し
て
、
経
済
外
的
強
制
の
一
つ
の
手
段
と
い
う
形
て
と
ら
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
在
い
か
。

支
配
ー
に
隷
属
と
の
関
係
を
規
定
す
る
生
産
関
係
の
基
礎
と
な
る
も
の
は
、
ミ
ン
ツ
の
い
う
よ
う
に
封
建
的
土
地
所
有
そ
れ
自
体
て
あ
り
、

そ
の
独
自
の
内
容
こ
そ
が
解
明
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
こ
と
と
た
る
。

(
祷
官
民
ム
記
論
文
参
照
)



経
済
外
的
強
制
に
関
し
て
よ
り
深
や
理
解
の
ろ
か
が
わ
れ
る
白
は
、

小
池
基
之
氏
自
「
『
経
済
学
教
科
書
』

に
お
け
る
経
済
外
的
強

制
同
七
日
他
に
つ
い
て
L

で
あ
ろ
う
。

小
池
氏
は
、
経
済
外
的
強
制
を
謀
本
的
に
は
次
の
如
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

「
経
済
外
的
強
制
は
、
封
建
的
土
地
所
有
が
自

ら
を
実
現
す
る
た
め
の
機
能
、
す
左
わ
ち
、
封
建
地
代
を
取
得
す
る
た
め
の
不
可
火
心
形
態
で
あ
っ
て
、
逆
に
、
経
済
外
的
強
制
が
土

地
所
有
を
し
て
つ
封
建
的
」
た
ら
し
め
る
も
の
ぞ
は
な
い
。

1
l所
有
の
誇
形
態
が
そ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
従
属
白
形
態
を
、
し
た
が
っ

て
、
直
接
的
な
収
取
関
係
の
笑
態
を
、
規
定
す
る
の
で
あ
る
」
。
『
経
済
評
論
」
昭
和
三
四
年
九
月
号
三
九
ペ
ー
ジ
)

し
た
が
っ
て
こ
こ
か
ら

当
然
封
建
社
会
に
治
け
る
農
業
生
産
関
係
D
基
礎
と
し
て
む
所
有
形
態
が
問
題
と
さ
れ
、

「
生
産
用
具
と
自
己
心
労
働
力
主
所
有
す
る

直
接
生
昨
日
者
に
た
い
し
、
他
人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
る
労
働
条
件
と
し
て
の
士
地
の
み
が
対
立
す
る
よ
う
友
所
有
形
態
」
(
同
上
三
九
ぺ

: 
ジ

と
し
て
規
定
さ
れ
、
己
白
ょ
う
た
社
会
に
お
い
て
は
、
経
済
外
的
強
制
は
「
直
接
的
生
産
者
た
る
農
民
か
ら
、
剰
余
労
働
を
収

政
ナ
る
不
可
欠
D
形
態
ぞ
あ
り
、
モ
の
た
め
の
土
地
所
有
に
も
と
づ
く
権
力
白
発
現
ぜ
あ
る
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

τ
こ
の
よ

う
に
理
解
さ
れ
た
場
合
、
経
済
外
的
強
制
発
現
の
形
態
、
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
り
う
る
が
、

「
そ
の
本
質
は
そ
れ
が
「
下
部
構
造
現
象
て
あ

る
か
上
部
構
造
現
象
て
あ
る
か
と
い
う
問
題
』
と
は
な
ん
白
か
か
わ
り
も
な
い
」
と
の
ベ

b
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
美
事
に
ま
と
め

ら
れ

τ
い
る
小
池
氏
の
所
論
は
、
現
在
に
い
た
る
わ
が
国
に
お
け
る
経
済
外
的
強
制
に
た
い
す
る
把
握
の
う
ち
、
治
モ

b
く
も
っ
と
も

す
ぐ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
し
い

τい
え
ば
、
生
産
関
係
の
基
礎
と
し
て
白
所
有
形
態
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、

寸
土
地
所
有
に
も

と
づ
〈
権
力
の
発
現
」
と
む
す
び
っ
く
か
、
直
接
に
生
産
す
る
も
の
か
ら
発
生
し
、
し
か
も
生
産
に
た
い
し
て
規
定
的
に
反
作
用
す
る

と
こ
ろ
の
メ
カ
ニ
丈
ム
が
十
分
に
と

b
え
ら
れ
て
い
な
い
と
の
難
点
は
残
さ
れ
て

H
る。

従
っ
て
栗
原
氏
の
如
く
、

「
経
済
外
的
強
制
は
そ
れ
自
身
下
部
構
造
現
象
て
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
上
部
構
造
現
品
酷
で
あ
る
と
い
わ

「
経
済
升
的
強
制
」
に
つ
い
て

第
七
十
八
巻

」

七

第
五
号



「
経
済
外
的
強
制
」
に
つ
い
て

第
七
十
八
巻

七
回

第
五
号

四

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
把
握
に
対
し
、
小
池
氏
白
「
下
部
構
造
現
象
で
あ
る
か
、
上
部
構
造
現
象
て
あ
る
か
と
い
う
問
題
と
は
た

ん
の
か
か
わ
り
も
な
い
」
と
い
う
把
握
の
方
が
主
り
一
層
経
済
外
的
強
制
白
木
質
を
づ
い
て
い
る
と
い
わ
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ス

カ
ス
キ
ン
の
如
〈
、
封
建
的
土
地
所
有
の
属
性
と
し
て
経
済
外
的
強
制
を
把
え
、
そ
白
一
属
性
の
も
つ
概
念
内
容
を
よ
り
的
確
に
規
定
す

る
こ
と
が
一
層
適
切
と
い
え
た
い
で
あ
ろ
う
か
。
本
質
と
し
て
は
下
郡
構
造
現
象
で
あ
る
か
、
上
部
構
造
現
象
で
あ
る
か
と
い
う
問
題

と
た
ん
の
か
か
わ
り
も
た
い
と
い
え
る
経
済
外
的
強
制
が
、
種
々
の
発
現
の
形
態
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
揚
合
、
封
建
社
会
の
発
展
白

各
段
階
に
ゐ
け
る
所
有
形
態
の
変
化
に
応
じ
て
、
或
は
下
部
構
造
的
現
象
と
な
っ
て
発
現
し
、
或
は
上
部
構
造
的
現
象
と
な
ヲ
て
発
現

F
る
側
面
も
当
然
わ
れ
わ
れ
の
祈
安
か
ら
除
か
れ
て
は
な
b
な
い
と
考
え

b
れ
る
。

こ
の
主
う
た
解
明
へ
の
接
近
は
チ
ェ
レ

l
プ
一
ン
に
よ
っ
て
、

「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
封
建
的
所
有
白
基
本
的
発
展
段
階
」

(
「
封
建
社

去
の
基
本
法
則
L

所
収
、
一
二
三
三
三
六
人
ペ
ー
ジ
参
照
)
白
在
か
で
、
多
く
の
批
判
白
余
地
を
残

L
在
が
b
も
己
己
ろ
み
ら
れ
て
い
る
。
己

白
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
寸
封
建
社
会
の
基
本
的
経
済
法
則
」
覚
え
書
」

に
沿
い
て
粗
描
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
批
判
白
詳
細
は
杭
を
改

め
て
行
い
た
い
。

た
お
徳
増
栄
太
郎
氏
が
昭
和
二
九
年
、
昭
和
三

O
年
に
、
他
に
さ
き
が
け
て
学
界
に
発
表
さ
れ
た
こ
つ
の
論
稿
に
つ
い
て
は
、
モ
の
先

駆
者
と
し
て
の
功
績
に
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
既
に
小
池
氏
、
福
宮
氏
に
よ
っ
て
各
々
異
ョ
た
立
場
か
ら
指
摘
さ
れ
た
と
己
ろ
の
、

ス
グ

l
リ
ン
の
「
弁
証
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
」
に
見
ら
れ
る
「
封
建
制
度
の
も
と
て
は
、
生
産
関
係
の
基
礎
は
生
産
芋
段
に
た

い
す
る
封
建
領
主
の
所
有
と
、
生
産
従
事
者
す
た
わ
ち
農
奴
に
た
い
す
る
封
建
領
主
の
不
完
全
な
所
有
て
あ
る
」

(
国
民
主
庫
版
一
二
九

「
1
ジ
)
た
る
規
定
に
治
げ
る
「
不
完
全
た
所
有
」
と
経
済
外
的
強
制
と
の
関
係
に
関
す
る
徳
増
氏
白
理
解
に
若
干
の
検
討
を
加
え
て

ゐ
き
た
い
。

徳
増
氏
は
そ
の
論
文
「
封
建
制
度
と
経
済
外
的
強
制
」

(
「
エ
コ
ノ
ミ
ア
」
昭
和
二
九
年
五
月
)
に
i

お
い
て
、

上
記
の
規
定
士



い
わ
ゆ
る
ス
グ
リ
ン
論
文
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
ス
グ
l
H
Y
の
歴
史
科
学
的
把
握
が
著
し
く
的
確
に
怠
っ
た
も
D
と
し
て
次
の
如

〈
の
べ
ら
れ
る
。
即
ち
「
己
れ
は
自
己
批
判
に
よ
る
成
長
と
評
し
て
よ
い
り
て
は
な
い
か
、
何
と
な
れ
ば
「
生
産
従
事
者

I
i農
奴
に

た
悼
す
る
不
完
全
所
有
』
士
生
産
関
係
の
基
礎
か

b
排
除
し
て
、
こ
れ
を
上
部
構
造
に
し
た
か
ら
で
あ
る
」
と
。
モ
白
理
由
と
す
る
と

「
領
主
白
土
地
所
有
と
、
直
接
生
産
者
へ
の
不
完
全
所
有
と
い
う
こ
元
的
解
釈
に
は
、
さ
ら
に
生
産
関
係

が
生
産
力
に
対
し
て
固
定
的
関
係
に
あ
る
よ
う
な
誤
謬
を
ひ
き
わ
こ
し
や
す
い
。
生
産
従
事
者
す
な
わ
ち
農
奴
と
す
る
見
解
も
豆
確
ゼ

こ
ろ
は
次
D
如
く
で
あ
る
。

は
な
い
し
、
農
民
に
た
い
す
る
不
完
全
所
有
は
、
農
民
に
た
い
す
る
直
接
人
格
的
強
制
を
お
も
わ
せ
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
農
民
に

た
い
す
る
不
完
全
所
有
は
決
し
て
不
変
の
内
容
を
も
ヲ
も
D
て
で
は
な
く
て
、
封
建
経
済
機
構
の
内
部
白
変
化
に
伴
っ
て

1
l収
取
↓
刀
法

白
変
化
、
収
取
白
度
合
の
変
化
な
ど
|
|
強
化
さ
れ

τく
る
の
で
あ
づ
て
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
封
建
的
生
産
関
係
が
、
こ
れ
を
反
映

す
る
上
部
構
造
と
と
も

K
、
直
接
生
産
者
白
生
産
力
白
推
進
力
か

b
プ

ν
1
キ
に
変
ず
る
白
だ
。
己
白
生
産
力
と
生
産
関
係
の
弁
証
法

的
関
係
白
把
握
は
、
や
が
て
、
新
し
い
封
建
制
度
の
史
的
唯
物
論
的
解
釈
と
た
っ
て
山
山
て
来
た
り
ゼ
あ
っ
て
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

封
建
制
度
の
基
礎
と
し
て
白
地
位
か
ら
、
領
主
hu
農
奴
に
対
す
る
不
完
全
所
有
を
省
い
た
白
は
、
下
部
構
造
と
上
部
構
造
と
の
峻
別
白

結
果
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
突
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
生
産
力
と
生
産
関
係
と
の
弁
証
法
的
把
握
の
深
速
な
科
学
的
基
礎

白
理
解
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
士
知
る
の
で
あ
る
」

(
同
上
、
三
四
ペ
ー
ジ
)

徳
増
氏
ほ
こ
白
歴
史
的
変
化
が
か
ヮ

τ白
「
弁
証
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
」
か
ら
「
ソ
同
盟
に
お
け
る
社
会
主
義
白
経
済
的
諸

問
題
L

に
直
接
に
つ
な
が
る
も
り
で
は
な
く
て
、
モ
白
中
聞
に
一
つ
白
学
問
的
発
展
段
階
主
さ
し
は
さ
ん
で
い
て
、
モ
の
中
介
者
と
し

て
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
と
言
語
学
の
諸
問
題
に
つ
い

τ」
を
あ
げ

b
れ、

分
析
を
す
す
め
ら
れ
る
、
日
く

「
「
上
部
構
造
が
土
台
|
|

土
台
と
は
社
会
発
展
白
一
定
の
段
階
に
お
け
る
、
社
会
の
経
済
体
制
て
あ
る
ー
ー
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
、
土
台
に
仕

『
経
法
升
的
強
制
」
に
つ
い
て

第
七
十
八
巻

=
一
七
五

第
五
号

五



「
経
済
外
的
曲
制
」
に
ワ
い
て

第
七
十
八
巻

七
/、

第
五
号

一」/、

え
る
た
め
、
そ
れ
が
土
台
の
形
成
さ
れ
、
強
化
す
る
白
に
能
動
的
に
、
助
刀
す
る
た
め
ー
ー
で
あ
る
』
と
し
て
、
ト
一
部
構
造
白
下
部
構

造
へ
り
役
割
を
強
調
し
て
、
素
朴
な
経
済
史
観
の
誤
謬
を
玉
し
て
い
る
。
モ
れ
は
封
建
的
生
産
関
係
が
、
モ
れ
以
前
の
生
産
関
係
よ
り

進
歩
的
で
あ
っ
て
、
生
産
力
の
上
昇
に
適
応
す
る
経
済
体
制
で
あ
る
と
と
を
認
め

l
l経
済
的
合
法
則
性
の
ゆ
え
に
、

i
lモ
れ
を
反

映
す
る
上
部
構
造
は
、
そ
D
生
産
関
係
を
能
動
的
に
強
化
す
る
に
役
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
封
建
的
経
済
体
制
は
、
己
れ
に
よ
っ
て
、
い

っ
そ
う
強
化
さ
れ
、
生
産
力
の
上
昇
に
対
し
て
、
推
進
力
と
た
り
う
る
臼
て
あ
る
。
だ
か
ら
経
済
外
的
強
制

l
政
治
法
律
の
誇
制
度
、

法
観
念
は
は
じ
め
か
ら
、
生
産
力
上
昇
の
ブ
レ
ー
キ
と
な
る
よ
ろ
な
生
産
関
係
を
反
映
し
、
こ
れ
に
奉
仕
す
る
D
で
は
な
い
。

E

守
上
部
構
造
が
生
産
力
の
発
展
水
準
に
治
け
る
変
佑
を
反
映
す
る
の
は
、
た
だ
ち
に
て
は
な
く
、
そ
し
て
直
接
に
て
は
た
く
て
、
土
台

に
治
け
る
変
佑
白
白
ち
叩
て
あ
り
、
生
産
に
お
け
る
変
化
が
土
台
に
治
げ
る
変
化
と
し
て
屈
拙
す
る
の
を
通
じ
て
て
あ
る
と
と
。

上
述
せ
る
釘
く
、
徳
増
氏
は
、
第
一
の
所
有
白
み
を
封
建
的
所
有
と
み
た
し
、
第
二
の
不
完
全
所
有
を
経
、
済
制
作
的
強
制
と
等
置
し
、

経
済
外
的
強
制
を
上
部
構
造
と
見
る
理
解
の
う
え
に
立
っ
て
、
経
済
外
的
強
制
は
上
部
構
造
て
は
あ
る
が
、
こ
の
上
部
構
造
が
一
度
構

築
さ
れ
る
と
、
下
部
構
造
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
を
論
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
〈
て
徳
増
氏
は
「
弁
証
法
的
唯
物
論
と
史
的

唯
物
論
」
の
友
か
で
ス
グ
l
リ
ン
が
あ
た
え
た
封
建
的
所
有
に
関
す
る
規
定
を
二
元
的
解
釈
と
し
て
「
生
産
従
事
者
に
た
い
す
る
封
建

領
主
白
不
完
全
な
所
有
」
を
重
要
て
は
あ
る
が
、
上
部
構
造
と
し
て
封
建
制
度
白
菜
礎
か
ら
と
り
の
ぞ
い
て
い
る
。
し
か
し
左
が
ら
封

建
的
土
地
所
有
は
土
地
独
占
て
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
直
接
的
生
産
者
の
人
格
に
た
い
す
る
封
建
領
主
の
独
自
な
所
有
形
態
を
そ

の
う
ち
に
内
包
し
て
い
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
て
あ
り
、
経
済
外
的
強
制
は
、
乙
の
主
う
左
封
建
的
土
地
所
有
そ
の
も
の
か
ら
と

b
え

ら
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
「
不
完
全
な
所
有
」
、
即
ち
直
接
的
生
産
者
が
経
済
的
に
独
立
し
て
い
る
事
実
、
の
み
か

b
と
ら
え
ら
れ
て
は
な

ち
た
い
と
考
え
ら
れ
る
。



又

ス

グ

リ
Y
が
「
ソ
同
盟
に
お
け
る
社
会
主
義
心
経
済
的
諸
問
題
」
か
ら
第
二
の
「
不
完
全
な
所
有
」
を
の
ぞ
い
た
の
は
、

「

不

完
全
左
所
有
」

1
経
済
外
的
強
制
、
経
済
外
的
強
制

l
上
部
構
造
と
い
う
論
理
に
よ
っ
て
ぞ
は
た
く
て
、
封
建
的
士
地
所
有
自
休
の
よ

り
完
全
た
理
解
白
上
に
た
ヮ
て
、
封
建
社
会
の
基
礎
と
し
て
の
土
地
所
有
関
係
、
土
地
所
有
者
の
土
品
川
と
、
直
接
生
産
者
の
所
有
す
る

生
産
用
具
、
労
働
と
の
分
離
を
基
本
的
な
対
立
関
係
と
し
て
も
つ
所
有
関
係
に
当
然
ふ
く
ま
れ
あ
第
一
一
の
所
有
を
特
陀
か
か
げ
る
必
要

を
認
め
友
〈
た
ヲ
た
た
め
ゼ
は
た
い
か
と
推
察
さ
れ
る

ρ
て
あ
る
。
更
に
福
官
民
も
指
摘
昔
れ
て
い
る
よ
う
に
、
官
接
生
産
者
に
た
い

す
る
封
建
領
主
白
不
完
全
た
所
有
を
経
済
外
的
強
制
と
し
て
理
解
し
た
と
い
う
根
拠
は
、
日
に
こ
に
も
存
在
し
左
い
の
で
あ
る
。

も
し
か
白
に
、
「
不
完
全
在
所
有
L
M
H
経
済
外
的
強
制
、
そ
し
て
と
の
経
済
外
的
強
制
を
上
部
構
造
と
し
て
規
定
し
た
と
す
れ
ば
、

封
建
的
土
地
所
有
の
理
解
が
ゆ
が
め
ら
れ
、
封
建
社
会
代
お
け
る
所
有
関
係
が
、
直
接
的
↓
収
支
阻
及
び
隷
属
関
係
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、

直
接
盆
産
者
が
非
自
由
者
と
し
で
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
得
ぬ
止
い
う
こ
と
が
、
真
実
の
煮
味
に
お
い
て
把
握
さ
れ
が
た
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え

b
れ
る
。

ソ
同
盟
「
経
済
学
教
科
書
」
増
補
改
訂
版
が
初
版
の
封
建
制
度
白
菜
本
的
経
済
法
則
の
規
定
「
封
建
領
主
が
、
土
地
所
有
と
、
生
産

に
従
事
し
で
い
る
農
奴
に
た
い
す
る
不
完
全
な
所
有
を
も
と
に
し
て
、
隷
属
農
民
を
搾
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寄
生
的
左
消
費
白
た

め
に
剰
余
生
産
物
を
向
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
」
を
若
干
訂
正
し
社
が

b
も
、
依
然
と
し
て
、

「
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
、
領
主
が
土
地
を
所
有
し
、
山
内
産
で
は
た
ら
く
農
奴
を
不
完
全
に
所
有
す
る
こ
と
を
も
と
に
し
て
、
隷
属
曲
目
民
を
搾
取
す
る
こ
と
に

上
っ
て
、
領
主
の
欲
望
を
み
た
す
た
め
に
剰
余
生
産
物
を
生
産
す
る
こ
と
」
と
規
定
し
、
又
「
歴
史
の
諸
問
題
」
に
お
け
る
封
建
論
争

の
総
括
が
、
同
じ
基
本
的
経
済
法
則
一
堂
規
定
し
て
、

「
経
済
外
的
強
制
の
適
用
を
と
も
な
っ
た
封
建
的
土
地
所
有
を
も
と
に
し
て
、
農

民
主
搾
取
す
る
己
と
に
よ
っ

τ、
封
建
地
代
と
い
う
か
た
ち
で
剰
余
生
産
物
を
確
保
す
る
己
と
」

(
「
劃
建
社
舎
の
基
本
法
則
」
二
一
一
一
一
べ

「
経
済
件
的
強
制
」
に
ワ
い
て

第
七
十
八
巻

七
七

第
五
号

ーしコ



「
経
済
持
的
強
制
」
同
つ
い
て

第
白
十
八
巻

三
七
八

描
伊
豆
号

ノ¥

両
者
重
点
の
お
さ
か
た
を
か
え
つ
つ
も
、
封
建
社
会
の
も
と
ゼ
の
所
有
関
係
が
も
置
接
的
社
支
配
及
び
隷

属
関
係
の
も
と
に
あ
ら
わ
れ
る
己
と
を
指
摘
し
、
言
葉
の
上
て
表
現
し
て
恒
る
点
に
お
い
て
は
一
致
し
て
い
句
h
u
c

ー
ジ
)
と
の
ベ
て
い
る
が
、.ι圃

J、

以
と
述
べ
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら
、
現
在
わ
た
く
し
の
経
済
的
強
制
に
つ
い
て
の
理
解
主
、
ケ
条
書
的
に
整
理
し
て
、
今
後
の
研
w
E
を

前
進
宮
せ
ら
た
め
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
い
。

付
経
済
外
的
強
制
は
、
た
だ
た
ん
に
経
済
外
的
強
制
に
対
す
る
経
済
外
的
強
制
と
い
っ
た
一
般
的
社
一
言
葉
心
意
味
内
容
を
も
っ
た
も

の
で
は
な
〈
て
、
封
建
的
砕
一
産
+
刀
法
に
特
有
志
特
殊
照
史
的
た
内
容
を
も
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
b
な
い
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、

階

級
対
立
の
荘
会
に
お
い
て
、
直
接
暴
圧
を
く
わ
え
る
己
と
に
よ
っ

τ、
労
働
を
強
制
す
る
」
と
い
う
広
義
の
モ
れ
を
き
す
も
の
で
は
在

く

τ、
「
直
接
的
た
る
支
配
及
び
服
従
の
関
係
品
川
陀
勤
労
者
の
搾
取
者
に
た
い
す
る
人
格
的
な
隷
属
関
係
」
を
、
基
本
的
に
は
前
提
と

し
て
、
特
殊
限
定
的
に
は
、
封
建
的
士
地
所
有
に
た
い
す
る
、
経
済
的
に
自
立
的
た
小
農
民
の
生
産
関
係
を
、
直
接
の
基
盤
と
し
て
も

つ
も
の
で
あ
る
。

ゆ
か
よ
う
な
生
産
関
係
の
も
と
に
あ
っ
て
は
、
直
接
生
産
者
は
必
然
的
に
名
目
上
の
土
地
所
有
者
に
人
格
的
に
従
属
せ
ざ
る
を
得
ず
、

土
地
白
附
嵐
物
と
し
て
土
地
に
緊
縛
さ
れ
ざ
る
を
得
た
い
。
又
と
の
よ
う
な
諸
条
件
の
も
と
で
は
、
名
目
的
土
地
所
有
者
の
た
め
の
剰

余
労
働
は
、
経
済
外
的
強
制
1
lそ
れ
が
ど
ん
社
形
強
を
と
る
か
を
と
わ
ず

1
iに
工
つ
て
の
み
、
彼
等
か
ら
収
奪
A
H

一
れ
る
。
す
な
わ

ち
経
済
外
的
強
制
は
封
建
的
生
産
関
係
の
基
礎
の
上
ゼ
、
剰
余
労
働
収
取
白
た
め
の
一
の
形
態
と
し
て
役
立
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

経
済
外
的
強
制
由
意
義
は
、
「
経
済
外
的
強
制
は
経
済
的
に
自
立
し
て
い
る
小
農
民
経
営
者
か
ら
封
建
的
士
地
所
有
者
が
封
建
地
代
を



手
に
入
れ
る
た
め
心
不
可
欠
の
形
態
ぞ
あ
あ
」
と
い
う
点
に
帰
着
す
る
。

日
開
封
建
制
度
の
も
F
て
は
、
資
本
主
義
社
会
と
ち
が
ヲ
て
.
土
地
が
純
粋
に
経
済
的
な
形
態
を
と
る
こ
と
な
く
、
い
く
つ
か
の
「
伝

統
的
た
附
加
物
」
「
政
治
的
治
上
び
社
会
的
た
か
さ
り
や
混
合
物
」
と
む
す
び
つ
い
て
い
る
。
己
の
場
合
、
経
済
外
的
強
制
は
、
封
建

的
生
産
関
係
の
体
系
白
か
く
こ
と
を
得
ぬ
属
性
て
あ
る
。

働
経
済
外
的
強
制
は
直
接
に
生
産
そ
の
も
心
か
ら
業
生
し
、
し
か
も
生
産
に
た
い
し
て
規
定
的
に
は
た

b
き
か
け
る
と
己
ろ
の
反
作

用
と
し
て
L

仁
ら
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
土
地
所
有
に
附
着
す
る
領
主
の
裁
判
権
、
行
政
権
等
は
、
上
部
構
造
が
土
台
に
奉
仕
す
る
役
割

L
L

し

τ、
経
済
外
的
強
制
の
一
の
手
段
と
し
て
の
形
て
と

b
え
ら
れ
る
。

岡
山
経
済
外
的
強
制
は
モ
白
木
質
と
し
て
は
、
上
部
構
造
現
象
に
も
、
下
部
構
造
現
象
に
も
か
か
わ
り
な
き
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
左

い
が
、
そ
れ
は
種
々
の
形
熊
に
お
い
て
発
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
発
現
形
態
か
ら
見
れ
ば
、
封
建
社
会
の
所
有
形

態
の
変
化
に
応
じ
て
、
あ
る
い
は
、
下
部
構
造
的
現
象
と
し
て
、
或
は
よ
部
構
造
的
現
象
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
目
に
う
つ
る
も
の
で
あ

る。
以
上
わ
た
く
し
は
経
済
外
的
強
制
白
木
質
に
か
か
わ
る
側
面
の
み
を
主
と
し
て
と
り
あ
げ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
封
建
社
会
発
展

の
各
段
階
に
治
け
る
所
有
形
態
の
変
化
に
応
ず
る
経
済
外
的
強
制
の
発
現
形
態
の
諸
様
相
、
封
建
制
よ
り
資
本
制
へ
の
過
渡
期
に
治
け

る
経
済
外
的
強
制
、
更
に
共
同
体
的
規
制
と
経
済
外
的
強
制
と
の
関
係
等
残
古
れ
た
問
題
は
多
い
ロ
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て

検
討
す
る
己
と
と
す
る
。

「
続
演
升
的
強
制
」
に
つ
い
て

第
七
十
λ
巻

七
九

第
五
号

九




